
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

羅臼町家庭教育支援チーム 

 （呼称：子どもの自律・親育ち応援チーム 緒むすび） 

 

 

②活動拠点 羅臼町教育委員会 

③活動範囲 町内全域 

④組織体制 

 

   ９ 人 

（保健師１人、保育士３人、その他５人） 

 

 

⑤活動開始年度 平成 30 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

吉田 盛一・羅臼町教育委員会社会教育課 

（TEL）0153-87-2004   （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 行政間での連携を図りながらそれぞれの専門知識を導入して、子どもの

自律と家庭の教育力の向上を目的に学校・家庭・地域を結び、生活習慣の

改善及び読書習慣の定着に向けた事業を計画し実施している。 

○子どもの生活状況の実態把握 

 幼稚園、小学校、中学校へ通う全ての児童・生徒と、子育て支援センター

を利用している子どもを対象とした「羅臼の子どもの生活状況アンケート」を

実施し、実態把握を行っている。 

○学習機会の提供 

 生活習慣の改善を目的として、入学説明会等で生活習慣に関する学習講

座や、乳幼児検診での食育指導を実施している。 

○親子参加型プログラムの実施 

 日常の家庭内で実践できるような親子のかかわりを深める親子体験型の

講座を実施している。 

○情報提供 

 広報誌の発行やインターネットを活用した情報提供を行っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 町の保健福祉担当部署や、町内の幼稚園、保育園・保育所などと連携を

図り、保護者の学習ニーズを捉え、学習や交流の場を設けることで、子ども

の望ましい生活習慣の定着に関わる取組の必要性や効果について周知す

ることや親子のコミュニケーションを深めたりすることにつながっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業補助金 ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


